
 

 

  ★全教職員の共通理解の促進           ★道徳教育の連続性・一貫性の確立  

ｒ 

令和２年度「道徳教育改善・充実」総合対策事業 
 

１ 事業目的 

  学校の教育活動全体を通じて行う道徳教育の充実を図るとともに，道徳教育の要となる道徳科

の授業を「考え，議論する道徳」へと質的転換を図るため，学習指導要領の趣旨を踏まえた効果

的かつ多様な指導方法の普及等による教員の指導力向上，家庭・地域との連携強化などの地域の

特色を生かした取組を推進する実践研究を行う。また，平成 30 年３月の高等学校学習指導要領

を改訂し，人間としての在り方生き方に関する教育として，学校の教育活動全体として行う高等

学校における道徳教育の充実を図ったことを踏まえ，新高等学校学習指導要領を踏まえた校長の

方針の下に，道徳教育の推進を主に担当する教師（以下「道徳教育推進教師」という。）を中心

に，全教師が協力して道徳教育を展開する取組を推進する。 

それらの成果を県内に普及することにより，本県道徳教育の一層の充実を図る。 

  

２ 事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県教育委員会 

指導助言 

よりよい生き方を実践する力を育む道徳教育の推進による 

児童生徒の道徳性の育成 

○ 道徳教育の抜本的改善・充実 －質の向上－ 

【教師力】指導力向上（教員研修の充実），リーダー養成 

【学校力】異校種や同校種間及び家庭･地域との連携強化 

【人間力】実践（道徳的実践力と道徳的実践の指導の有機的な関連） 

視点 

広島県道徳教育研究協議会 

反映 実践交流 

小・中学校等 (２推進地域程度) 

■発達の段階等に応じた実践研究 

 

 

 

 
共       有 

近 隣 校 

   

 

推進校 

○理念・成果の共有 

○指導方法の工夫・改善 等 

○小中合同推進体制の機能化 

○段階的な連携の促進  等 

 

 

 

 

連  

携 小学校 

 

中学校 

 

【メニュー３】中学校区・義務教育学校指定  ★学校・家庭・地域の一体化 

小・中学校等 

（１推進地域程度) 

■地域に根ざした実践研究 

地域 家庭 

≪地域推進協議会≫ 

地
域
ま
る
ご
と
宣
言 

学校 

○宣言の設定・発信 

○合同体験活動の実施  等 

【メニュー１】小・中学校等・高等学校指定 【メニュー２】中学校区・義務教育学校指定 

小・中学校等（５推進校程度）             

■指導の重点や特色を明確にした実践研究 

高等学校 (２推進校程度） 

■道徳教育推進教師を中心とした実践研究 

道
徳
教
育
実
践
研
究
委
員
会 



 

 

【メニュー１】小・中・高等学校道徳教育の実質的充実 

 

◎目的 

  生命尊重，社会性，規範意識等の意識醸成などの今日的課題や各学校段階の指導の重

点や特色を踏まえ，小学校・中学校・義務教育学校・高等学校において，近隣校との連

携を通して，学校全体で取り組む道徳教育の実質的な充実を図るための実践研究を行う。

その際，学習指導要領（小学校・中学校：平成 29 年３月，高等学校：平成 30 年３月），

学習指導要領解説総則編（小学校・中学校：平成 29 年７月，高等学校：平成 30 年７月）

及び同解説特別の教科道徳編（小学校・中学校：平成 29 年７月）の趣旨を踏まえて行う

こと。 

 

◎内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県道徳教育研究協議会，道徳教育実践研究委員会 

実践交流 反映 

実践交流 反映 

「高等学校道徳教育推進協議会」 

 

地域の実情や児童生徒の発達の段

階に応じた指導事例の充実 

【県内５推進校程度】 

※「推進リーダー教師」配置 

 

■指導の重点や特色を明確にした実践研究  
 

○近隣校との連携体制の確立 
 

○指導内容の重点の明確化 
（生命尊重，社会性，規範意識等） 
 

○主体的・対話的で深い学びを促す
指導方法や道徳科の趣旨を踏ま
えた評価に関する実践研究など 

小・中学校等 

 

 

 

 

共      有 

 

推進校 

近 隣 校（小中） 

   

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
を
基
礎
と
し
て 

連携 

人間としての在り方生き方に関す

る教育としての指導事例の充実 

 

 

 

連 
 

携 推進校 

  

近隣校（中高） 

【県内２推進校程度】 

 

■道徳教育推進教師の役割を明確に
した実践研究 

 
○全教師の協力・指導体制の確立 
 

○研修体制の充実（道徳教育の理解） 
 

○特別活動（ホームルーム活動）等
を中核とした指導場面での教材や
指導方法の開発   など 

高等学校 

 
 
★全教職員の共通理解の促進  

【連携・共有】近隣校等との連携体制の充実（好事例の共有化） 

【開発・活用】主体的・対話的で深い学びを促す指導方法や道徳科の趣旨を 

踏まえた評価方法の開発 

事業ポイント 



 

 

【メニュー２】小中連携による道徳教育の充実・発展 
 

◎目的 

小・中学校段階・各学年段階において，より効果的な指導が行われるよう，児童生徒

の発達の段階及び地域等の実情を踏まえ，異校種や同校種間等との連携による創意工夫

を生かした道徳教育を推進するための実践研究を行う。その際，学習指導要領（小学校・

中学校：平成29年３月），学習指導要領解説総則編及び同解説特別の教科道徳編（小学

校・中学校：平成29年７月）の趣旨を踏まえて行うこと。 

 

◎内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

広島県道徳教育研究協議会，道徳教育実践研究委員会 

実践交流 反映 

【取組事例】 

○ 重点項目の設定→「育てたい子供の姿」系統表の作成→その具現化 

○ 小・中・義務教育学校の教職員による協同的な指導方法の工夫→検証

授業→評価・改善 

○ 中学校区としての道徳教育全体計画の作成→その具現化 など 

☆共通理解 

☆協力体制

の整備 

児童生徒の発達の段階

や地域の実情に応じた

指導事例の充実 

小中合同推進体制 

確立 

    ↓ 

機能化 

段階的な連携の促進 

例【ステップ１】相互理解 

↓ 

【ステップ２】相互交流 

↓ 

【ステップ３】相互連携 

≪道徳教育の連続性・一貫性≫ 

 

 

 

 

連  
 

携 

中学校 

 

小学校 

 【県内２推進地域程度】 
※「推進リーダー教師」配置 

 

■発達の段階等に応じた実践研究 

 
 

★道徳教育の連続性・一貫性の確立  

【連携・系統】異校種や同校種間，家庭・地域等との連携体制の充実 

【開発・活用】主体的・対話的で深い学びを促す指導方法や道徳科の趣旨を 

踏まえた評価方法の開発 

を含む） 

事業ポイント       

ン

ト 

中学校区・義務教育学校指定 



 

【メニュー３】学校・家庭・地域の連携による道徳教育の充実・発展 
 

◎目的 

小・中・義務教育学校が，家庭や地域と一体となった体験活動を行う中で，児童生徒
の自尊感情を高め，社会参加の意欲や態度など豊かな心を育てるとともに，生徒指導上
の諸問題の未然防止にも資するよう，学校と家庭や地域との連携による道徳教育を推進
するための実践研究を行う。その際，学習指導要領（小学校・中学校：平成 29 年３月），
学習指導要領解説総則編及び同解説特別の教科道徳編（小学校・中学校：平成 29 年７月）
の趣旨を踏まえて行うこと。 

 

◎内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県道徳教育研究協議会 

実践交流 反映 

 
 

★学校・家庭・地域の一体化  

【連携・協働】地域の教育・文化づくり 

【関連・補完】道徳教育と生徒指導との関連 

       ＜豊かな心の育成と生徒指導上の諸問題の未然防止＞ 

事業ポイント 

【県内２推進地域】 

      【宣言の実現に向けた組織的・継続的な体験活動の実施】 

ボランティア活動，自然体験活動，勤労生産活動， 

文化芸術活動，交流活動等 

 

推 進 校 

すべての児童生徒が役割と責任を果たす場と機会の充実 

 

■地域に根ざした実践研究 

保 

護 

者
・
地 

域 

住 

民 

協働 

参加 

 

評価 

関 

係 

団 

体 

等 

連携 

協働 

 

 

評価 
他人への共感，自己肯定感，社会の一員であることの実感 

 

      【宣言の実現に向けた組織的・継続的な体験活動の実施】 

ボランティア活動，自然体験活動，勤労生産活動， 

文化芸術活動，交流活動等 

 

推 進 校 

すべての児童生徒が役割と責任を果たす場と機会の充実 

 

 
【業務内容】 

○ 「地域まるごと宣言」（学校・家庭・地域の共通の目標）の設定・発信 

○ 学校・家庭・関係団体等との連携・協働による活動の企画・運営，連絡調整及び 

a検証 等 

【構成メンバー】 

 小・中・義務教育学校教職員，児童生徒，ＰＴＡ関係者，公民館等関係者，おやじの会等

青少年育成団体関係者，福祉・ボランティア団体関係者，自治会関係者，市町教育委員会事

務局職員 等 

地 域 推 進 協 議 会 

中学校区・義務教育学校指定 

地域まるごと宣言 

【県内１推進地域程度】 


